

理工情報系オナー大学院プログラム　出願様式＜M履修開始生用＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　251007
	様式1


理工情報系オナー大学院プログラム　履修願書

	学籍番号
	
	
	
	
	
	
	
	



	受験番号
	　ＨＰ１注

	

	　年　　　月　　　日
　学際大学院機構長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

理工情報系オナー大学院プログラムの履修を希望するので、所定の書類を添えて出願します。

	希望ユニット
	
	博士前期課程
入学年月
	     年　　月
	2026年4月時
指導予定教員氏名
	

	2026　年4月時
所属予定研究科
(専攻・コース)名
	研究科　
	専　攻　
コース・領域　

	現所属研究室
	　　　　　　　　　　　　　大阪大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究科・研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究室

	本


人
	現住所
	(〒　　　－　　　　　)

	
	電話番号
	(　　　　　　)　　　　　－
	

	
	携帯電話
	(　　　　　　)　　　　　－
	

	
	E-mail
(連絡のとりやすいアドレス)
	　　　　　　　　　＠

	英語力検定試験の成績【任意】（記載の場合は公式認定証の写しを添付のこと）注2
TOEIC / TOEFL /  無　　  　　　　　　　　　　スコア（　　　　　　　　点）
（受験日　　　　　年　　　月　　　日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし，2023年2月1日以降

	※下記の内容についてチェック欄にチェックしてください。
□　プログラムの修了要件やカリキュラムを理解し、研究室ローテーションと学外研修の履修に最低でも合計12週間の期間を
要することを理解している。
□　自身の研究と本プログラムの両立ができる。



理工情報系オナー大学院プログラム及び希望ユニットのプログラムポリシーを熟読した上で、博士課程の間の学修・研究・活動を通してどのように成長したいかを含め、本プログラムに出願する理由について、説明してください。

	【出願理由】
【選択したユニットを志望する理由】
【研究室ローテーションや学外研修などを自分の研究にどのように活かしていきたいか。具体的な研究室ローテーション先と学外研修先を明記して説明すること】








	

























[bookmark: _Hlk208408511]
様式変更（枠の伸張，ページの追加及び余白の変更等）はしないでください。

注1）Webによる出願登録後に本プログラム事務局からメールで連絡した受験番号を記入してください。
注2）英語検定試験の公式認定証の到着が出願時に間に合わない場合は、理工情報系オナー大学院プログラム事務局まで連絡してください。
◎日本語又は英語で記入してください。

[bookmark: _Hlk140226737]※2026年4月からの指導予定教員の氏名を記入し、下記の内容についてこの教員から了承が得られたらチェック欄にチェック。

指導予定教員氏名　　　　　　　　　　　　	

□　指導予定教員は指導教員の主たる所属部局が本プログラムの給付型奨学金を負担することを理解している。
□　指導予定教員は指導教員の主たる所属部局が学外研修にかかる費用を負担することを理解している(例外あり)。
□　指導予定教員は本プログラムの修了要件（特に研究室ローテーション及び学外研修）を理解している。


	様式２


小　論　文

	学籍番号
	
	
	
	
	
	
	
	



	所属研究科　　　（専攻・コース）名
	研究科
	専攻
コース・領域
	受験番号
	　ＨＰ注１


	氏　　名
	　
	希望ユニット
	　


あなたの現在の研究課題・テーマについて、適宜関連する資料などを引用しながら、その【背景】、【研究目的】、【これまでの成果】、【今後の計画】、【本研究の独創性、意義】について説明してください。ただし、説明は専門外の方でも分かるように平易な表現を心がけてください。
	




















	




























様式変更（枠の伸張，ページの追加及び余白の変更等）はしないでください。

注1）Webによる出願登録後に本プログラム事務局からメールで連絡した受験番号を記入してください。
◎日本語又は英語で記入してください。


	[bookmark: _Hlk207891379]様式３




(2026年度)
受験票 兼 写真票




(写　真)
1. 上半身脱帽正面向きで、
　　3ヶ月以内に単身撮影し
　　たものを枠内に貼付して
　　ください。

	希望ユニット
	

	受験番号
	 ＨＰ注１





[bookmark: _Hlk83125617]		　　　氏名




◎受験についての注意
1. 試験場では常に受験票を携帯してください。
2. 受験者は掲示・指示に従ってください。
3. 履修手続のときには受験票を必要とするので大切に保存しておいてください。

[bookmark: _Hlk210729508]注1）Webによる出願登録後に本プログラム事務局からメールで連絡した受験番号を記入してください。


	様式４


　　　年　　　月　　　日
ユニット 責任者　殿
[bookmark: _Hlk207891452]　推薦者がアップロードして下さい。


　　　　　　　　　　　　　　　　（出願者との関係）　　　　　　　　     　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　推薦者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏          名）　　　　　　　     　　　　　　　　


推　薦　書

[bookmark: _Hlk207891522]太枠部分は、出願者が記入のうえ、推薦者（指導教員）に渡してください。
	[bookmark: _Hlk141961968]2026年4月時
所属予定研究科　　　（専攻・コース）名
	研究科
	専攻
コース・領域
	受験番号
	[bookmark: _Hlk207891486]　ＨＰ注１


	
	
	
	学籍番号
	
	
	
	
	
	
	
	

	氏　　名
	　
	希望ユニット
	　

	
　　2026年4月からの指導予定教員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　出願者は上記「指導予定教員」に事前に本プログラムの出願につき相談し、承諾を得ている。
　　（指導予定教員が推薦者である場合、チェックは不要）

[bookmark: _Hlk80351783]<出願者の方へ＞
本推薦書を作成される方が、2026年4月から指導を受ける予定教員でない場合は、事前に出願者が本応募について、2026年4月からの指導予定教員に相談し、了承を取り、上記指導予定教員欄に氏名を記入し、その下にあるチェック欄にチェックしてから、推薦者に本推薦書の作成を依頼すること。



以下の部分は、出願者の指導教員または出願者の専門性を熟知している方がご記入ください。どのような立場で、いつから出願者を知っているかを明示の上、以下の事項（それらの事項に該当する具体的なエピソードを含め）について、お書きください。①出願者の専門分野に対する熱意・積極性   ②専門分野における見識を深めようとする力   ③研究における独創性
[bookmark: _Hlk207958574]④専門分野で身につけた能力を他の領域において用いることができる能力  ⑤将来性   ⑥自身の研究と本プログラムの両立ができる人物であるとした理由


　
　また、出願者の大学院入学試験の順位（　　 位／　　 人中（専攻内））や、出願者の研究能力・資質の総合的評価（最近５年間に直接指導した博士前期課程１年の大学院生の中での状況）などを、上記①～⑤に合わせて、記載可能な範囲で結構ですので、説明していただきますようお願いします。

	














	


















[bookmark: _Hlk207892329]
[bookmark: _Hlk141962021]様式変更（ページの追加及び余白の変更）はしないでください。ページ内に収まれば枠の伸張は可能です。

注1）受験番号はWebによる出願登録後に事務局から出願者へメールで連絡しています。

◎推薦者（指導教員）は、推薦書記入後、募集要項P.4　5-3にある推薦書のアップロードリンクから、本様式をアップロードしてください。
◎日本語又は英語で記入してください。

[bookmark: _Hlk140227170]　下記の内容をご確認いただきチェック欄にチェックを入れてください。

[bookmark: _Hlk144716774][bookmark: _Hlk141962048]□　指導予定教員は自身の主たる所属部局が本プログラムの給付型奨学金を負担することを理解している。
□　指導予定教員は自身の主たる所属部局が学外研修にかかる費用を負担することを理解している(例外あり)。
[bookmark: _Hlk207896482]□　指導予定教員は本プログラムの修了要件やカリキュラムを理解し研究室ローテーションや学外研修の履修に最低でも合計12週間の期間を要することを理解している。
□　指導予定教員は本プログラムの研究室ローテーション及び学外研修先の選定に関わることを理解している。
[bookmark: _Hlk207720458]□　出願者は、自身の研究と本プログラムの両立ができる人物である。



